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　恵庭市では、市民参加による協働のまちづくりを推進しています。そのためには、情報

を積極的に提供し透明性を高め、皆さまと情報を共有する必要があります。その一つとし

て、この度「恵庭の更なる可能性を追求する平成３０年度予算」と題し、平成３０年度の

全体の予算概要と主な事業別予算を第５期恵庭市総合計画に沿った形で作成しました。

　一口に財政と言っても、市の事業は道路整備や社会保障経費など直接生活にかかわるも

の、将来のまちづくりのための政策事業にかかるものといったように多岐にわたります。予

算とは市民の皆さまが納めたお金を市民の皆さまのために使うための仕組みです。

　例えば、鍋をするためにお金を集めて、誰か係を決めて買い物にいってもらった場合、ど

ういうものを買ってくるか、適正な値段のものを買ってくるかなど、きちんと確認するはず

です。市の予算についても、無駄づかいをしていないか、使い方が偏っていないか、チェッ

クをすることが必要です。でも、鍋のことなら分かるけれど市の予算は難しくてわからな

い、という方も多いことでしょう。

　そこで、市の予算を家計に見立て、対話形式にしながら、わかりやすい表現となるように

心がけました。

★登場人物★
名前は「えにわ・花子さん」です。
（ふるさと納税推進キャラクター）



○数値で見る比較
H30 H29

 市税 79.1 78.4
 譲与税・交付金 20.7 19.2
 地方交付税 48.8 51.1
 国・道補助金 71.5 70.1
 分担金・使用料等 7.9 7.8
 繰入金 9.2 8.9
 地方債 23.6 22.9
 諸収入・財産収入等 5.6 4.7
 合計 266.4 263.1

【市税】

※このグラフは一般会計でまとめています。 【譲与税・交付金等】

　一般会計のほかに国民健康保険事業、介護保険事業、産業廃棄物処理事業、 【地方交付税】

　墓園事業などの８つの特別会計と水道事業、下水道事業の２つの公営企業会計があります。 【国・道補助金】

【分担金・使用料等】

【繰入金】

【地方債】

【諸収入・財産収入等】

　　　　※次ページの家計に例えた比較表をご覧ください。

１．歳入の状況（１）

（単位：億円）

1

積立金の取崩

【用語解説】

市民の皆さんや法人の方に納めていただいた税金

長期的な借入金

貸付金や利子収入、土地の貸付や売却による収入など

国・北海道が一定基準に基づき市に譲与するもの

国が一定基準に基づき市に交付する税

国や北海道からの支出金

施設やサービス利用者に負担していただくお金など

市税
78.4 
30%

譲与税・交付金
19.2 
7%

地方交付税
51.1 
19%

国・道補助金
70.1 
27%

使用料・分担金
等
7.8 
3%

繰入金
8.9 
3%

地方債
22.9 
9%

諸収入等
4.7 
2%

今年はどんな特徴があ
る歳入なの？

数字が大きいし、聞きなれない言葉が多くてわかりづらいなぁ…。
もっとわかりやすく教えて。

市税

79.1 

30%

譲与税・交付金

20.7 

8%
地方交付税

48.8 

18%

国・道補助金

71.5 

27%

使用料・分担金

等

7.9 

3%

繰入金

9.2 

3% 地方債

23.6 

9%

諸収入等

5.6 

2%

一般会計
歳入
266.4

一般会計
歳入
263.1

平成３０年度一般会計当初予算額（単位：億円） 平成２９年度一般会計当初予算額（単位：億円）

市税について、3年に1度の純固定資産税評価替による減収の影響がある一方で、景気
の回復などによる納税義務者数の増加、新増築による家屋分の増収などによって増えて
いるよ。また道支出金が増えたのは、多子世帯の保育料軽減支援事業補助金や市民ス
キー場更新整備事業によるものなんだ。地方債の増加も市民スキー場の更新整備や高
規格救急自動車の整備などによるものなんだ。



割合 割合
30% 30%
8% 7%
18% 19%
27% 27%
3% 3%
3% 3%
9% 9%
2% 2%
100% 100%

2

3,800円

比較

5,300円
296,200円

800円
1,800円
△2,600円
1,500円
200円
400円
700円
1,000円

26,500円
6,300円

10,400円

300,000円

88,300円
21,600円
57,500円
79,000円
8,700円
10,000円
25,800円

80,500円
8,900円

平成２９年度
金額 金額

合計

家計で言えば 市で言えば
平成３０年度

89,100円
23,400円
54,900円

使用料・分担金等
繰入金
地方債
諸収入等

市税
譲与税・交付金等
地方交付税
国・道補助金

パート収入
貯金の取崩
借入金
その他の収入

その他の手当

１．歳入の状況（２）

給料（基本給）
ボーナス
諸手当

では、平成３０年度予算を月収３０万円の家計に例えて、平成２９年度と比べてみましょう。

0円 50,000円 100,000円 150,000円 200,000円 250,000円 300,000円

H30

H29

給料（基本給）

給料（基本給）

ボーナス

ボーナス

諸手当

諸手当

その他の手当

その他の手当

パート収入

パート収入

貯金の取崩

貯金の取崩

借入金

借入金

その他の収入

その他の収入



○数値で見る比較
H30 H29

 人件費 40.8 41.7
 扶助費 53.1 53.4
 公債費 23.1 22.9
 物件費 43.3 41.8
 維持補修費 7.9 8.3
 補助費・出資金・貸付金58.1 56.8
 積立金等 1.9 1.4
 建設事業費 38.2 36.8
 合計 266.4 263.1

【人件費】

【扶助費】

【公債費】

【物件費】

【補助費・繰出金・貸付金】

【積立金】

【建設事業費】

　※次ページの家計に例えた比較表をご覧ください。

特定の目的のために設けられた基金などへの積立金

団体等への補助金や特別会計への支払いなど

２．歳出の状況（１）

（単位：億円）

【用語解説】
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職員給与や議員報酬など

生活保護や高齢者,身障者などの援助のための費用

市の借入金の償還金（ローン）など

施設建設や道路、学校の大規模改修などの費用

燃料費や光熱水費や委託料など

去年より3億円も増え
たけど、どんなことに
使うの？

景気の動向は不透明だから、地域の活性化
や、安心して子育てしながら暮らせるまちづ
くりって大切ね！

人件費

40.8 

15%

扶助費

53.1 

20%

公債費

23.1 

9%

物件費

43.3 

16%
維持補修費

7.9 

3%

補助費・出資金

貸付金

58.1 

22%

積立金等

1.9 

1%
建設事業費

38.2 

14%

人件費
41.7 
16%

扶助費
53.4 
20%

公債費
22.9 
9%

物件費
41.8 
16%

維持補修費
8.3 
3%

補助費・出資金
貸付金
56.8 
22%

積立金等
1.4 
0% 建設事業費

36.8 
14%

一般会計

歳出
266.4

一般会計

歳出
263.1

平成３０年度当初予算額（単位：億円） 平成２９年度当初予算額（単位：億円）

主に物件費、建設事業費などの増加の影響により予算額が増えているんだ。
物件費については、えにわコミュニティバス路線改定に伴う委託料などが増えてい
るよ。また建設事業費は歳入と同様に、市民スキー場更新整備や鉄道横断施設整
備などが増えているよ。その中でも、さらに魅力を高める総合計画や総合戦略によ
るまちづくりの予算となるよう様々な事業を予算に盛り込んだよ。個々の事業は５
ページからの主な事業で知ることができるので見てほしいな。



割合 割合
16% 16%
20% 21%
9% 10%
16% 16%
3% 3%
22% 20%
0% 0%
14% 14%
100% 100%

光熱水費

２．歳出の状況（２）

食費

医療費・教育費

家や車のローン返済

家や車の修繕費

家族への仕送り

貯金

家の新築・増改築費用

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費・繰出金・貸付金など

積立金・予備費

建設事業費

平成２９年度
金額 金額

合計

家計で言えば 市で言えば
平成３０年度

46,000円
59,800円
26,000円

比較

42,500円
296,500円

△2,900円
△2,100円
△2,200円
1,600円
400円
7,000円
1,200円
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3,500円
500円

300,000円
43,000円

1,000円

48,700円
8,900円
65,400円
2,200円

48,900円
61,900円
28,200円
47,100円
8,500円
58,400円

では歳出でも、月収３０万円の家計に例えて平成２９年度予算と比べてみましょう。

0円 50,000円 100,000円 150,000円 200,000円 250,000円 300,000円

H30

H29

食費

食費

医療費・教育費

医療費・教育費

家や車の
ローン返済

家や車の
ローン返済

光熱水費

光熱水費

家や車の修繕費

家や車の修繕費

家族への仕送り

家族への仕送り

貯金

貯金

家の
新増等費用

家の
新増等費用



【広告欄】
恵庭市では、遊休市有地の販売を行っています。
ご興味ある方は随時お気軽にお問い合わせください。

面積(㎡) 地目
289.76宅地
3,285.03宅地
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３．平成30年度主な事業

島松寿町1丁目17-14
北柏木町1丁目297-31

29年度販売額場所

連絡先0123-33-3131内線2355 恵庭市財政課

4,816,000円
38,181,000円

平成30年度主な事業の内容

市民関心度の高い事業や新規事業を中心に、
第５期恵庭市総合計画の施策体系に沿って掲載しています。



（単位：万円）

事業
№

担当 新規・拡大・継続
平成30年度
事業費

1 市民意識調査事業 企画課 新規 131

2 市有地売却事業 財政課 継続 286

3 自主防災組織等活動支援助成事業 基地・防災課 継続 342

4 全国瞬時警報システム(Jアラート)新型受信機導入事業 基地・防災課 新規 269

5 消防格納庫等整備事業 消防総務課 継続 651

6 高規格救急自動車整備事業 警防課 新規 5,434

7 市民スキー場更新整備事業 健康スポーツ課 新規 19,195

8 在宅医療・介護連携推進事業 介護福祉課 拡大 1,620

9 新工業団地整備事業 商工労働課 新規 182

10 基幹水利施設管理事業(千歳川第１地区・第２地区) 農政課 拡大 3,775

11 花の拠点整備事業 花と緑・観光課 継続 18,105

12 えにわシティセールス事業 広報課 新規 221

13 多子世帯(３号認定第２子以降)の保育料軽減支援事業 子育て支援課 継続 2,590

14 保育園等環境整備事業 子育て支援課 新規 248

Ⅱ誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

平成３０年度予算要求内容情報公開掲載事業一覧

事業名

Ⅰ市民による市民のためのまち

●総合計画目標１様々な担い手によるまちづくり

●総合計画目標２時代のニーズに沿った変革

●総合計画目標１０いきいきと働きやすいまち

●総合計画目標１１恵まれた土地を生かした農林業

●総合計画目標１３来てみたいまち住んでみたいまち

Ⅳ人が育ち文化育むまち

●総合計画目標１４地域で育む子育て環境

●総合計画目標４災害に強い地域防災力

●総合計画目標５支えあう消防救急体制

●総合計画目標８夢と健康を育むまち

●総合計画目標９持続可能な地域医療・介護体制

Ⅲ希望と活力に満ちたまち
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15 恵庭市教育施設等巡回看護師配置事業 子ども家庭課 拡大 68

16 教育ICT機器整備事業 教育総務課 継続 6,282

17 スクールバス更新事業 学校教育課 継続 1,621

18 史跡カリンバ遺跡整備事業 郷土資料館 継続 419

19 恵庭駅西口土地区画整理事業 都市整備課 継続 24,091

20 緑と語らいの広場複合施設維持管理費 市民活動推進課 新規 8,706

21 恵庭第４墓園北エリア緑地等整備事業 環境課 継続 10,629

22 えにわコミュニティバス運行事業 生活安全課 拡大 7,531

23 えにわコミュニティタクシー運行事業 生活安全課 拡大 612

24 鉄道横断施設整備事業 管理課・土木課 継続 12,034

25 橋梁長寿命化事業 管理課・土木課 継続 22,126

26 市営住宅柏陽・恵央団地建替事業 住宅課 拡大 1,125

27 焼却施設整備事業 計画調整課 継続 145,927

28 恵庭市議会だより紙面刷新事業 議会事務局 新規 42

●総合計画目標２２水と緑豊かな生活空間づくり

●総合計画目標２３ごみの減量と適正な処理

●総合計画施策体系外
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●総合計画目標１６子どもの自立成長を促す学校教育

●総合計画目標１７手を取り合い創造性を育む文化芸術

Ⅴ地域資源・都市基盤を活かすまち

●総合計画目標１８地域の特性を活かしたコンパクトなまちづくり

●総合計画目標１９水と緑豊かな生活空間づくり

●総合計画目標２０安全で円滑な地域交通

●総合計画目標１５心豊かな思いやりをもった子どもの育成

☆財政用語解説☆

事業の財源

国補助金：国からの補助金

道補助金：北海道からの補助金

地方債 ：事業を実施するため借りるお金

基金繰入：特定目的の基金の取崩

分担金 ：直接受益を受ける人からの収入
市税等 ：市税や交付税など使途が限定されていない収入
調整交付金：正式名称を「特定防衛施設周辺整備調整交付金」といい、防衛施設のある市町村への交付金



目標
時代のニーズに沿った変革 災害に強い地域防災力1 4

基本目標Ⅰ.市民による市民のためのまち 基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

目標

342万円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 企画課 □　新規　□　拡大　■　継続　■　市長政策 （担当） 基地・防災課

事業No.1市民意識調査事業 131万円 事業No.3自主防災組織等活動支援助成事業
財源：市税等 131万円 財源：道補助金 110万円　市税等 232万円

目

的

・

効

果

　市民のご意見を反映させた政策づくりのため、様々な手法により市民の声を捉え
ていく必要があることから、これまでの第５期総合計画第１次実施計画の成果把握
と市民満足度の調査・分析を実施します。

目

的

・

効

果

　地域防災力の向上を図るため、自主防災組織の設立に係る費用やその活動に
必要となる資機材の整備費用等を助成し、自主防災組織率の向上及び活動の活
性化を図ります。

事

業

概

要

○市民2,000人無作為抽出による市民意識調査（アンケート）を実施します。
　　（16歳以上対象予定）

事

業

概

要

○自主防災組織の設立に係る費用の助成
○自主防災組織活動に係る費用の助成（資機材整備、学習会・訓練の実施）
○公園への防災倉庫設置に係る費用の助成

予

算

要

求

内

容

○印刷製本費　一式
○役務費　　　　一式
○委託料　　　　一式

予

算

要

求

内

容

○自主防災組織等活動支援助成事業　一式

目標 目標
時代のニーズに沿った変革 災害に強い地域防災力2 4

○全国瞬時警報システム（Ｊアラート）新型受信機導入事業　一式

基本目標Ⅰ.市民による市民のためのまち 基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

269万円

□　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 財政課 ■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 基地・防災課

事業No.2市有地売却事業 286万円 事業No.4全国瞬時警報システム(Jアラート)新型受信機導入事業

8

財源：基金繰入金　286万円 財源：地方債 260万円　市税等 9万円

目

的

・

効

果

　公共施設等総合管理計画に基づき、施設の撤去や用途廃止を行った後の未利
用地については、売却を行うことで、市内経済の活性化や財源の確保を図ります。

目

的

・

効

果

　大規模災害や武力攻撃事態等の緊急事態の発生に備え、緊急情報を瞬時に取
得・伝達可能な体制を確保するため、Ｊアラート受信機の更新を行います。

事

業

概

要

○売却を予定している未利用地の不動産鑑定及び用地確定測量を実施します。
また、未利用地内に既存施設がある場合は既存施設のアスベスト分析調査を行い
ます。

事

業

概

要

○全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の受信機の更新

予

算

要

求

内

容

○不動産鑑定委託料料託料　一式
○用地確定測量委託料託料　一式
○アスベスト分析調査委託料　一式

予

算

要

求

内

容



目標
支えあう消防救急体制 夢と健康を育むまち5 8

基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち 基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

目標

1億9,195万円

□　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 消防総務課 ■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 健康スポーツ課

事業No.5消防格納庫等整備事業 651万円 事業No.7市民スキー場更新整備事業
財源：地方債480万円　市税等171万円 財源：道補助金 7,000万円　地方債 8,320万円　基金繰入金 1,093万円　市税等 2,782万円

目

的

・

効

果

　土のう等の防災備蓄品、風水害用資機材等を格納し、迅速な出動体制を整える
ため消防格納庫を設置します。

目

的

・

効

果

　冬期スポーツの拠点施設として、老朽化の著しい市民スキー場のリフト設備等に
ついて利用者の安全性を確保するため、更新整備工事を実施します。

事

業

概

要

○設置場所　　消防本部駐車場敷地内
○工事概要　　３連物置の設置、作業スペースの整備等

事

業

概

要

○リフト設備の更新　等
○山の家の改修

予

算

要

求

内

容

○工事請負費　一式

予

算

要

求

内

容

○工事請負費　　一式
○委託料　　　　　一式

目標
支えあう消防救急体制 持続可能な地域医療・介護体制5 9

基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち 基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

目標

1,620万円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 警防課 □　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 介護福祉課

事業No.6高規格救急自動車整備事業 5,434万円 事業No.8在宅医療・介護連携推進事業
財源：地方債5,430万円　市税等4万円 財源：国補助金631万円　道補助金316万円　介護保険料357万円　市税等316万円

目

的

・

効

果

　年々増加する救急需要に対し、高規格救急自動車１台を増強整備することで、
市民の安心安全を確保します。

目

的

・

効

果

　疾病等を抱えても住み慣れた生活の場で療養し、自分らしい生活を続けられる
よう関係機関が連携し、多職種協働により在宅医療を一体的に提供できる体制を
構築します。
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事

業

概

要

○高規格救急自動車　一式（救急資器材含む）

事

業

概

要

○在宅医療・介護連携に関する相談窓口を開設し、次のア～クの事業を実施する。

ア)地域の医療・介護資源の把握　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ)医療・介護関係者への研修

イ)在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討　　　　　　キ)地域住民への普及啓発

ウ)切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進　　　　ク)在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携

エ)医療・介護関係者の情報共有の支援

オ)在宅医療・介護連携に関する相談支援

予

算

要

求

内

容

○高規格救急自動車　　　　 一式
○自動車登録諸経費　　　　 一式
○薬剤庫　　　　　　　　　　　  一式
○南出張所車庫設置工事　 一式
○防火衣ロッカー設置工費　一式

予

算

要

求

内

容

○相談窓口（（仮称）恵庭市在宅医療・介護連携支援センター）委託料　一式
○住民、関係者への研修会開催費（講師謝礼、会場費等）　　　　　　　  一式



目標
いきいきと働きやすい環境 来てみたいまち　住んでみたいまち10 13

基本目標Ⅲ.希望と活力に満ちたまち 基本目標Ⅲ.希望と活力に満ちたまち

目標

1億8,105万円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 商工労働課 □　新規　□　拡大　■　継続　■　市長政策 （担当） 花と緑・観光課

事業No.9新工業団地整備事業 182万円 事業No.11花の拠点整備事業
財源：道補助金 90万円　市税等 92万円 財源：国補助金 7,753万円　調整交付金 900万円　道補助金 108万円　地方債 6,700万円　基金繰入金 2,424万円　市税等 220万円

目

的

・

効

果

　新たな工業団地を造成することにより、雇用機会の確保や消費の拡大、税収増
など経済の活性化を見込むほか、若者が定着する仕事づくりを行い、定住者増に
つなげます。

目

的

・

効

果

気軽に花と触れ合い、充実した時間を過ごすことのできる魅力あるエリアをつく
り、近い将来、全国的に「花のまち恵庭」の知名度が浸透していく、新しい恵庭の
観光拠点を目指します。また、市民がまちの魅力を知り、楽しみ(愛し)、育て、情報
を発信していく環境を整備し、「観交まちづくり」の拠点を目指します。

事

業

概

要

○新工業団地への企業誘致活動
○販売広告活動
○パンフレットの作成

事

業

概

要

【事業概要】
○花の拠点（公園）実施設計　　　　　○センターハウス改修実施設計
○農畜産物直売所基本・実施設計　○道と川の駅改修設計
○松園線交差点詳細設計　　　　　　 ○用地取得・移転補償（A=1.4ha）
○南島松地区用地境界杭設置 　　　○南島松地区植栽工事　　　　　　　など

予

算

要

求

内

容

○企業立地促進旅費パンレット一式
○企業立地販売広告費パレット一式
○企業立地パンフレット作成費 一式

予

算

要

求

内

容

【事業費】
○委託料　　　　　　　　　　  一式
○工事請負費　　　　　　　  一式
○公有財産購入費　　　    一式
○補償補填及び賠償金　  一式
○事務費　　　　　　　　　　  一式

目標
恵まれた土地を生かした農林業 来てみたいまち　住んでみたいまち11 13

基本目標Ⅲ.希望と活力に満ちたまち 基本目標Ⅲ.希望と活力に満ちたまち

目標

221万円

□　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 農政課 ■　新規　□　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 広報課

事業No.10基幹水利施設管理事業(千歳川第１地区・第２地区) 3,775万円 事業No.12えにわシティセールス事業
財源：道補助金 2,212万円　その他 1,563万円 財源：国補助金110万円　その他111万円

目

的

・

効

果

　国営かんがい排水事業（道央用水三期）地区により新設された揚水機場の維持
管理を適正に実施することにより、合理的なかんがい用水の供給を行い、農業生
産の向上と農業経営の安定を図ります。

目

的

・

効

果

　恵庭市の魅力や資源などを市内外に発信することにより、まちの知名度を高め、
定住人口や交流人口の拡大を目指します。
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事

業

概

要

○千歳川第１揚水機場（千歳川第１地区）及び千歳川第２揚水機場（千歳川第２
地区）の維持管理について、基幹水利施設管理事業により適正管理に必要な点
検整備、施設管理及び整備補修を行います。

事

業

概

要

○市民検討委員会の開催
○広報・宣伝活動

予

算

要

求

内

容

○国営造成施設（揚水機場）管理事業費　一式

予

算

要

求

内

容

○市民検討委員会開催費・ 一式
○広報・宣伝費　　　　　　　　一式
○消耗品・印刷製本費　　 　一式



目標
地域で育む子育て環境 心豊かな思いやりをもった子どもの育成14 15

基本目標Ⅲ.希望と活力に満ちたまち 基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち

目標

68万円

□　新規　□　拡大　■　継続　■　市長政策 （担当） 子育て支援課 □　新規　■　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 子ども家庭課

事業No.13多子世帯(３号認定第２子以降)の保育料軽減支援事業 2,590万円 事業No.15恵庭市教育施設等巡回看護師配置事業
財源：道補助金 1,553万円　市税等1,037万円 財源：負担金 4万円　市税等 64万円

目

的

・

効

果

　子育て世帯の経済的負担軽減を図り、出産・子育てのしやすさを実感できる支
援として、下記のとおり保育所等を利用する第2子以降の3歳未満児の保育料を一
部無償化します。

目

的

・

効

果

　痰吸引や経管栄養などの医療的ケアが必要な児童に対して市内の保育園、幼
稚園、認定子ども園、及び学童クラブにおいて看護師を派遣して医療的ケアを行
うことで安心して保育等を受けられるよう支援します。

事

業

概

要

○対象児童    以下の、すべての条件に当てはまる児童の保育料を無償化します。
・保育園、認定こども園、小規模保育事業所を利用する保育認定を受けた子ども
・保護者と生計を一にする子どものうち、最年長から数えて2人目以降の子ども

・クラス年齢0～2歳（3号認定）　　・世帯年収およそ640万円未満の世帯

（市町村民税所得割合算額169,000円未満の世帯、市階層区分D10階層以下）

事

業

概

要

○対象者：　医療的ケアが必要な児童
○事業内容：　保育施設等における医療的ケア
○事業規模：　自己負担額　720円／回(上限5,040円／月）

予

算

要

求

内

容

○負担金　一式

予

算

要

求

内

容

○委託料　一式

目標
地域で育む子育て環境 子どもの自立成長を促す学校教育14 16

基本目標Ⅲ.希望と活力に満ちたまち 基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち

目標

6,282万円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 子育て支援課 □　新規　□　拡大　■　継続　■　市長政策 （担当） 教育総務課

事業No.14保育園等環境整備事業 248万円 事業No.16教育ICT機器整備事業
財源：国補助金 44万円　市税等 204万円 財源：調整交付金 5,960万円　市税等 322万円

目

的

・

効

果

　保育園、認定こども園の環境整備（防犯等）を行うことにより、安心、安全な子育
て環境を整備します。

目

的

・

効

果

　ICT機器を整備・活用することで「分かる授業づくり」を実施するとともに、子どもた
ちが適切な情報活用能力を身に付けることを目指します。
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事

業

概

要

○恵庭市内の保育園、認定こども園で防犯上必要な非常装置や防犯カメラ設置
に必要な経費の一部に対し助成を行います。

事

業

概

要

○全普通教室への電子黒板及び周辺機器の整備
○特別支援教室への電子黒板及び周辺機器の整備
○特別教室への電子黒板及び周辺機器の整備（中学校）
【平成30年度対象校】
小学校：島松小学校、柏小学校、恵み野小学校、中学校：恵明中学校

予

算

要

求

内

容

○補助金　一式

予

算

要

求

内

容

○小学校電子黒板整備　一式
○中学校電子黒板整備　一式



目標
子どもの自立成長を促す学校教育 地域の特性を活かしたコンパクトなまちづくり16 18

基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち 基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち

目標

2億4,091万円

□　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 学校教育課 □　新規　□　拡大　■　継続　■　市長政策 （担当） 都市整備課

事業No.17スクールバス更新事業 1,621万円 事業No.19恵庭駅西口土地区画整理事業
財源：調整交付金基金繰入金 1,600万円　その他 21万円 財源：国補助金　1億2,900万円　地方債　9,740万円　市税等　1,451万円

目

的

・

効

果

　購入後20年前後経過し、老朽化が著しい市所有のスクールバス車両（計3台）を
更新することで、より安心・安全な通学環境の整備を図ります。

目

的

・

効

果

　恵庭駅西口周辺幹線道路の整備を行い、自動車交通と歩行者の安全を確保
し、駅へのアクセスの向上やバリアフリー化により、歩いて暮らせるまちづくりの形
成を目指します。

事

業

概

要

○防衛省調整交付金を活用し、計画的に車両を更新
【1台目】　H28年度：車両発注　→　H29年度：車両更新（納車）
【2台目】　H29年度：車両発注　→　H30年度：車両更新（納車）
【3台目】　H30年度：車両発注　→　H31年度：車両更新（納車）
※H30年度の予算は2台目の車両更新分

事

業

概

要

○都市計画道路相生通・相生中通の整備工事
○移転補償
○減価買収

予

算

要

求

内

容

○備品購入費　一式

予

算

要

求

内

容

○委託料　　　　一式
○工事請負費　一式
○補償費　　　　一式
○事務費　　　　一式

目標
手を取り合い創造性を育む文化芸術 地域の特性を活かしたコンパクトなまちづくり17 18

基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち 基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち

目標

8,706万円

□　新規　□　拡大　■　継続　■　市長政策 （担当） 郷土資料館 ■　新規　□　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当）市民活動推進課

事業No.18史跡カリンバ遺跡整備事業 419万円 事業No.20緑と語らいの広場複合施設維持管理費
財源：国補助金 119万円　その他 3万円　市税等 297万円 財源：使用料 510万円　市税等 8,196万円

目

的

・

効

果

　史跡カリンバ遺跡から出土した漆塗り装身具や合葬墓を適切に保存し、「観光資
源」、「教育資源」として広く活用します。また、史跡に残る漆塗り装身具や墓を良
好な状態で後世に引き継げるよう整備します。

目

的

・

効

果

　公共施設や公共の機能と民間事業者が運営する健康増進機能や生活便利機
能、地域情報発信機能を集約した複合施設「緑と語らいの広場」を民間事業者が
整備し、恵庭駅周辺の賑わい創出を図ります。
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事

業

概

要

○史跡カリンバ遺跡水文環境調査事業委託
○カリンバ遺跡史跡等用地草刈業務委託
○史跡啓発事業（植栽、講演会、まつり、遺跡見学会、パンフレット印刷等）

事

業

概

要

○複合施設「緑と語らいの広場」に集約される公共施設・公共機能
　 公共施設：市民活動センター、保健センター、夜間休日診療所、図書館恵庭分館
　 公共機能：学童クラブ、子育て支援センター、子どもひろばなど
   平成３０年４月１日に施設の供用を開始

予

算

要

求

内

容

○委託料　　　　　一式
○啓発事業費　　一式

予

算

要

求

内

容

○維持管理費　一式



目標
水と緑豊かな生活空間づくり 安全で円滑な地域交通19 20

基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち 基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち

目標

612万円

□　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 環境課 □　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 生活安全課

事業No.21恵庭第４墓園北エリア緑地等整備事業 1億629万円 事業No.23えにわコミュニティタクシー運行事業
財源：地方債 1億610万円　一般会計繰入金 19万円 財源：基金繰入金　50万円　　市税等　562万円

目

的

・

効

果

　周辺地域と一体となった景観形成を図るための緑地整備を行い、墓参する方が
快適に利用できる墓園を目指します。

目

的

・

効

果

　エコバス路線から離れた区域において、乗合タクシー（えにわコミュニティタク
シー）によって公共交通の空白地域の補完をすることで、歩いて暮らせるコンパクト
シティを支える公共交通の実現を目指します。

事

業

概

要

○第4墓園は、都市公園基準に準じ緑地造成を行う方針であることから、北エリア
において駐車場及び多目的広場を含めた緑地・トイレ等の整備を行います。

事

業

概

要

○交通空白地域へのえにわコミュニティタクシーの運行
※エコバス路線再編に伴い、北柏木地域を対象拡大します。

予

算

要

求

内

容

○工事請負費　  一式
○委託料　　　　  一式
○備品購入費　  一式

予

算

要

求

内

容

○委託料　一式

目標
安全で円滑な地域交通 安全で円滑な地域交通20 20

基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち 基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち

目標

1億2,034万円

□　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 生活安全課 □　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 管理課・土木課

事業No.22えにわコミュニティバス運行事業 7,531万円 事業No.24鉄道横断施設整備事業
財源：市税等　7,531万円 財源：国補助金　4,568万円　地方債　5,700万円　市税等　1,766万円

目

的

・

効

果

　市民の利便性向上を図るため、鉄道、バス等、各交通機関の特性を生かした、
効果的な連携・組合せの仕組みを構築し、集約型都市構造を支える交通体系の
確立、公共交通システムの構築を目指します。

目

的

・

効

果

　道路ネットワーク及び鉄道輸送の安全性・信頼性を確保するため、点検を実施し
補修設計を行い、適切な維持管理や計画的な修繕など予防保全措置を実施する
ことで第三者被害防止に努め、将来に渡り道路交通の安全を確保します。
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事

業

概

要

○えにわコミュニティバスの運行
※エコバスの課題であった、便数の少なさ、目的地までの時間、わかりにくい路線
などの課題を解消し、運行します。

事

業

概

要

○近接目視点検　　 (島松大通アンダーパス)
○補修設計　　　　 　(島松大通アンダーパス)
○擁壁補修工事　　 (川沿線擁壁)
○駅自由通路修繕　(恵庭駅・恵み野駅：昇降設備、防犯設備)

予

算

要

求

内

容

○委託料　一式

予

算

要

求

内

容

○工事請負費　一式
○委託料　　　　一式
○修繕料　　　　一式



目標
安全で円滑な地域交通 ごみの減量と適正な処理20 23

基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち 基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち

目標

14億5,927万円

□　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 管理課・土木課 □　新規　■　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 計画調整課

事業No.25橋梁長寿命化事業 2億2,127万円 事業No.27焼却施設整備事業
財源：国補助金 1億2,973万円　地方債 7,620万円　市税等 1,534万円 財源：国補助金 5億3,187万円　地方債 8億7,210万円　市税等5,530万円

目

的

・

効

果

　この事業は、老朽化した橋梁を計画的・効率的に保全するため策定した計画に
基づき橋梁の適切な補修を行い、橋梁の長寿命化とコストの縮減を図り、将来に
渡り安全・安心な道路ネットワークを持続的に確保します。

目

的

・

効

果

　可燃ごみの適正な処理による最終処分場への負荷の低減や高温処理による無
害化・無臭化、更に熱エネルギーの有効利用を図り、循環型社会の形成を目指し
ます。

事

業

概

要

○橋梁補修工事　5橋
○橋梁調査設計　3橋
○橋梁近接目視点検　4橋

事

業

概

要

○焼却設備整備に係る実施設計・工事

予

算

要

求

内

容

○工事請負費　　　　一式
○調査設計費　　　　一式
○近接目視点検費　一式

予

算

要

求

内

容

○工事請負費　　　　 　一式
○施工監理委託ほか　一式

目標
住み続けたくなるまちづくり　住まいづくり 総合計画施策体系外22

基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち 基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち

目標

42万円

□　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 住宅課 ■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 議会事務局

事業No.26市営住宅柏陽・恵央団地建替事業 1,125万円 事業No.28恵庭市議会だより紙面刷新事業
財源：国補助金　541万円　市税等 584万円 財源：市税等　42万円

目

的

・

効

果

　老朽化が著しい柏陽団地の建替と建替事業継続中の恵央団地の建設事業を一
体的に推進すると共に、地域拠点施設の併設を計画する等、民間の資金やノウハ
ウを活用するための導入可能性調査及び建替基本計画の策定を行う。

目

的

・

効

果

　現在一色刷りとなっている誌面を刷新し、より市民に分かりやすく開かれた議会
情報の提供を目指します。
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事

業

概

要

○建替事業のプランを設定するための民間活力導入可能性調査を実施すると共
に、基本計画策定委員会での有識者からの意見聴取を踏まえて、市営住宅の建
設に向けての基本計画を策定します。

事

業

概

要

○表紙、裏表紙をカラー印刷、本編は2色とし濃淡を使い分け、レイアウトを見直し
ます。また、一般質問議員の顔写真掲載等を行います。

予

算

要

求

内

容

○建替基本計画策定／民間活力導入可能性調査委託料　 一式
○報償費、旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   一式
○消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 一式
○会場借上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    一式

予

算

要

求

内

容

○印刷製本費　一式
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☆もっと平成30年度の予算について詳しく知りたい！という方は・・・

いずれも恵庭市ホームページにて

公開しています！

右記のQRコードからもご覧いただけます

☆今までの決算状況についても気になる！という方には・・・
【予算の概要】

【決算の概要】

【財政状況資料集】

「予算の概要」では前年度予算との対比だけでなく、来年度の恵庭市の重点施策や

基金の使いみちについて、といった予算に関する様々な情報を掲載しています。

「決算の概要」では当該年度の市税の使いみちや借金の状況などといった、

恵庭市の台所事情について、近隣市との比較を交えながら説明しています。

「財政状況資料集」では過去５ヵ年の財政状況等について公表しています。

全国の恵庭市に似ている自治体(類似団体)との比較なども行っています。

HPはこちら↓


